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一
九
九
五
年
一
二
月
一
一
日

日
吉
台
地
下
壕
の
保
存
を
求
め
る

署
名
を
市
庁
舎
で
提
出
す
る

鮫
島
会
長
と
寺
田
事
務
局
長

中
央
の
白
い
山
は
第
一
回
分
の

八
〇
〇
〇
名
の
署
名
簿
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「

　

（

　

旧

海

軍

　

）

　

連

台

艦

隊

司

令

部

日

吉

台

地

下

壕

の

保

存

を

求

め

る

署

名

」

に

ご

協

力

い

た

だ

き

有

難

・

ご

ざ

い

ま

し

た

。

一

万

六

千

名

の

署

名

を

一

二

月

一

一

日

に

市

庁

へ

一

二

月

二

二

日

に

県

庁

へ

提

出

し

ま

し

た

。

保

存

運

動

に

希

望

の

灯
が
　
・
　
・
　
・

事
務
局
長
　
　
寺
田
　
貞
治

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
戦
後
五
〇
年
と
い
う
こ

と
で
、
か
ね
て
か
ら
企
画
し
て
い

た
日
吉
台
地
下
壕
の
保
存
を
求
め

る
署
名
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
昨
年

一
〇
月
、
一
一
月
の
二
ヵ
月
間
で
、

約
一
万
六
千
名
の
書
名
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

約
五
〇
〇
名
の
会
員
の
皆
様
や

こ
れ
ま
で
の
当
会
の
行
事
に
参
加

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
約
一
五
〇
〇

名
の
方
々
に
趣
意
書
と
署
名
用
紙

を
三
回
に
分
け
て
発
送
し
ま
し
た
。

大
変
な
作
業
の
最
中
に
神
奈
川
県

高
等
学
校
教
職
員
組
合
が
署
名
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
、
ま

た
横
浜
市
教
職
員
組
合
も
戦
後
五

〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
署
名
運
動

に
取
り
組
ん
で
下
さ
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
、
喜
び
合
い
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
大
勢
の
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

早
速
、
一
二
月
一
一
日
に
市
庁

に
、
二
二
日
に
県
庁
に
提
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
別
に
市
の
文
化
財
課

長
に
三
度
ば
か
り
会
い
ま
し
て
、

市
の
対
応
を
聞
き
ま
し
た
と
こ
ろ

「
議
会
で
は
こ
の
間
題
は
継
続
審

議
に
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

何
と
か
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

決
し
て
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
近
い

う
ち
に
地
下
壕
に
入
っ
て
内
部
の

状
態
な
ど
を
見
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
の
方
は
、
少
し

動
き
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
県
の

方
は
日
吉
台
地
下
壕
の
こ
と
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
で
勉
強
し
て
か

ら
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
た
ち
保
存
の
会
の
運
動
も
丸

八
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

や
っ
と
運
動
に
希
望
の
灯
が
少
し

見
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま

だ
ど
う
な
る
か
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。
ク
リ
ア
ー
す
べ
き
難
し
い
問

題
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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鉛

の

兵

隊

と

オ

ウ

ム

会
員
　
　
　
小
島
　
清
文

同
じ
鋳
型
に
嵌
め
ら
れ
て
ボ
ン

ボ
ン
と
打
ち
出
さ
れ
た
「
鉛
の
兵

隊
」
の
玩
具
の
よ
う
な
画
一
的
な

兵
士
た
ち
を
生
ん
だ
か
っ
て
の
教

育
が
、
戦
後
も
生
き
残
っ
て
、
今

度
は
オ
ウ
ム
の
兵
士
た
ち
を
生
ん

だ
。戦
前
、
私
有
財
産
制
度
擁
護
を

建
て
前
に
、
労
働
者
や
農
民
の
生

活
改
善
運
動
を
徹
底
的
に
弾
圧
し
、

地
主
や
企
業
の
利
益
を
図
っ
た
体

制
が
、
戦
後
も
そ
の
ま
ま
生
き
残

っ
て
、
今
度
も
同
じ
理
由
で
、
神

戸
大
震
災
の
被
災
者
た
ち
に
は
自

分
で
再
建
し
ろ
と
言
い
な
が
ら
、

バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
大
銀
行
、
住

専
等
が
自
ら
招
い
た
経
営
破
綻
に

は
巨
額
な
国
税
を
注
ぎ
込
む
。

こ
の
国
は
戦
前
戦
後
、
何
が
、

ど
の
よ
う
に
変
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
民
主
主
義
国
家
に
な
っ
た
と

い
う
も
の
の
、
戦
後
五
十
年
は
幻

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

我
々
は
自
分
た
ち
の
社
会
が
、

国
家
が
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
本

当
に
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ

ぅ
か
。
選
挙
で
議
員
を
選
ぶ
。
一

体
な
ん
の
た
め
に
、
誰
の
た
め
に

議
員
を
選
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
し
て
選
挙
は
本
当
に
自

由
か
、
ど
う
か
。
意
図
的
な
選
挙

制
度
で
少
数
者
の
意
見
が
押
さ
え

ら
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
。

一
人
一
人
が
考
え
、
判
断
し
て
、

行
動
す
る
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
、

そ
し
て
自
立
的
な
人
間
が
育
て
ら

れ
る
な
ら
ば
、
社
会
も
、
国
家
も

変
わ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
家
と

は
我
々
自
身
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ

る
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
我
々
が

国
家
の
主
人
公
な
の
で
あ
る
。
我

々
な
く
し
て
、
国
家
は
な
い
し
、

地
方
な
く
し
て
中
央
も
な
い
。
最

近
「
地
方
分
権
」
と
い
う
言
葉
を

良
く
聞
く
が
、
本
来
は
地
方
主
権

（
地
域
主
権
）
で
あ
り
、
中
央
分

権
で
あ
る
。
本
来
、
我
々
が
持
っ

て
い
る
主
権
の
中
で
、
中
央
に
任

せ
た
方
が
よ
い
も
の
、
例
え
ば
外

交
と
か
、
通
貨
等
に
つ
い
て
は
中

央
に
分
権
す
る
が
、
原
則
的
に
は

主
権
は
地
方
に
、
我
々
ひ
と
り
ひ

と
り
に
存
す
る
の
が
主
権
在
民
、

民
主
主
義
社
会
の
在
り
方
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
国
や
中
央
の
一
部

の
人
た
ち
、
特
に
文
部
省
あ
た
り

の
小
役
人
が
、
地
方
の
優
れ
た
教

師
た
ち
の
自
主
的
な
教
育
へ
の
考

え
方
、
情
熱
を
無
視
し
て
、
人
間

の
在
り
方
、
教
育
の
在
り
方
を
教

育
指
導
要
領
の
名
の
下
に
一
方
的

に
決
め
る
と
か
、
本
来
は
個
々
の

人
間
の
思
想
信
条
に
か
か
わ
る

「
日
の
丸
」
の
掲
揚
を
強
制
す
る

等
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
し
、
思
い
上
が
り
も
甚

だ
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。今
日
、
地
方
の
教
育
現
場
で
、

ど
れ
だ
け
多
く
の
真
面
目
な
教
師

た
ち
が
、
中
央
か
ら
の
こ
う
し
た

一
方
的
、
独
断
的
な
指
示
に
苦
し

み
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
か
。
こ
こ

で
も
我
々
は
、
な
ん
の
た
め
に
、

誰
の
た
め
に
議
員
を
選
ん
で
い
る

の
か
、
我
々
の
た
め
の
政
府
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
い
も
う
こ

の
へ
ん
で
一
度
考
え
直
し
て
見
る

必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

（
「
不
戦
兵
士
の
会
」
顧
問
。

慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
）
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地
下
壕
保
存
へ
署
名

横
浜
・
港
北
区

横
浜
市
港
北
区
日
吉
四
丁
目

の
慶
応
義
塾
大
学
の
下
に
残
る

日
吉
台
地
下
壕
（
ご
う
）
を
保

存
し
よ
う
と
、
市
民
団
体
「
連

合
艦
隊
司
令
部
日
吉
台
地
下
壕

の
保
存
を
す
す
め
る
会
」
が
、

地
下
壕
に
近
い
東
急
東
横
線
日

吉
駅
前
で
、
保
存
を
訴
え
る
陳

情
書
へ
の
署
名
を
呼
び
か
け

た
。
陳
情
書
は
十
二
月
に
県
と

横
浜
市
に
提
出
す
る
予
定
だ
。

地
下
壕
は
同
大
キ
ャ
ン
パ
ス

の
真
下
な
ど
に
五
つ
あ
る
。
第

二
次
世
界
大
戦
末
期
に
旧
海
軍

の
連
合
艦
隊
司
令
部
な
ど
が
入

っ
て
い
た
。
同
会
は
一
九
八
九

年
、
戦
争
の
悲
劇
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
歴
史
の

証
人
と
し
て
地
下
壕
を
保
存
し

よ
う
と
結
成
さ
れ
た
。

会
員
の
同
区
綱
島
東
五
丁

目
、
広
告
製
作
業
壱
岐
尚
子
さ

ん
（
四
九
）
は
「
父
が
生
き
て
帰
れ

た
か
ら
私
が
生
ま
れ
た
ん
で

す
。
こ
こ
に
戦
争
が
あ
っ
た
と

い
う
事
実
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
託
し
て
い
た
。

朝

日

新

聞

一

九

九

五

・

一

〇

・

一

四

日
吉
台
地
下
壕

保
存
求
め
陳
情

横
浜
市
長
に
市
民
団
体

連
合
艦
隊
司
令
部
日
吉
台
地

下
壕
（
ご
う
）
の
保
存
を
す
す

め
る
会
（
会
長
・
鮫
鳥
重
俊
慶

応
大
学
名
誉
教
授
）
は
十
一
日
、

同
地
下
壕
の
保
存
と
資
料
館
建

設
を
求
め
、
七
千
八
百
十
人
の

署
名
を
添
え
、
陳
情
書
を
高
秀

横
浜
市
長
に
提
出
し
た
。

横
浜
市
港
北
区
の
日
吉
地
区

に
は
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に

使
わ
れ
た
、
延
長
約
五
㌔
に
わ

た
る
地
下
壕
が
点
在
す
る
が
、

同
会
が
保
存
を
求
め
て
い
る
の

は
慶
応
大
キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
の

連
合
艦
隊
司
令
部
の
あ
っ
た
約

一
㌔
の
部
分
。

「
手
つ
か
ず
の
ま
ま
残
る
、

第
一
級
の
戦
跡
」
（
鮫
島
会
長
）

と
し
て
、
多
く
の
人
が
見
学
で

き
る
よ
う
に
整
備
し
、
歴
史
や

平
和
教
育
の
た
め
の
資
料
館
を

併
設
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。連
合
艦
隊
司
令
部
が
使
用
し

た
部
分
は
内
部
が
厚
さ
約
四
十

㌢
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
ま

れ
、
幅
二
㍍
か
ら
四
㍍
、
高
さ

は
二
㍍
か
ら
三
㍍
も
あ
り
、
作

戦
室
、
電
信
室
、
暗
号
室
、
司

令
長
官
室
な
ど
の
跡
が
残
っ
て

い
る
。
神
奈
川
新
開

一

二

・

一

二

旧
連
合
艦
隊
の
地
下
ご
う

保
存
求
め
陳
情

有
志
が
横
浜
市
長
に

横
浜
市
港
北
区
に
残
る
旧
海

軍
連
合
艦
隊
司
令
部
の
地
下
ご

う
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
ら
に

よ
る
「
連
合
艦
隊
司
令
部
日
吉

台
地
下
壕
（
ご
う
）
の
保
存
を

す
す
め
る
会
」
　
（
鮫
島
重
俊

会
長
）
は
十
一
日
、
同
地
下
ご

う
の
保
存
や
見
学
が
で
き
る

よ
う
な
整
備
を
求
め
、
高
秀
男

信
市
長
に
陳
情
書
を
提
出
し

た

。

朝

日

新

聞

一

二

・

一

二

母校と戦争の関係

生徒が調べて展示

慶応高校の文化祭

母
校
が
ど
の
よ
う
に
第
二
次

大
戦
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
を

知
ろ
う
と
、
生
徒
自
身
に
よ
る

地
下
壕
（
ご
う
）
の
調
査
結
果

や
、
当
時
の
資
料
な
ど
を
集
め

た
展
示
が
、
横
浜
市
港
北
区
日

吉
の
慶
応
義
塾
高
校
文
化
祭
で

行
わ
れ
て
い
る
＝
写
真
。

学
校
が
い
か
に
戦
争
の
渦
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
か
が
、

貴
重
な
写
真
や
資
料
で
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
、
見
る
人
に
戦

後
五
十
年
を
考
え
さ
せ
る
展
示

に
な
っ
て
い
る
。
二
十
二
日
（
午

後
四
時
）
ま
で
。

同
校
の
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
一
九
四
四
年
か
ら
旧
日
本

軍
の
大
本
営
軍
令
部
や
連
合
應

隊
司
令
部
な
ど
が
接
収
し
、
地

下
壕
を
建
設
し
始
め
た
。
地
下

壕
は
敗
戦
の
日
ま
で
掘
り
純
け

ら
れ
、
現
在
も
学
生
た
ち
が
か

っ
歩
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
下
に

は
、
約
二
・
六
㌔
に
わ
た
る
地

下
壕
が
眠
っ
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
地
下
壕
の
調
査

を
行
い
、
資
料
な
ど
を
集
め
て

展
示
を
開
い
た
の
は
、
同
校
の

三
年
生
六
人
で
つ
く
る
「
戦
争

を
考
え
る
会
」
。

日
吉
台
地
下
壕
を
保
存
す
る

運
動
を
続
け
て
い
る
寺
田
貞
治

教
諭
（
六
三
）
の
指
導
の
も
と
、
夏

休
み
前
か
ら
計
画
を
立
て
夏
休

み
中
に
実
際
に

地
下
壕
に
入
っ

て
、
距
離
や
幅
、

高
さ
な
ど
を
縮

密
に
調
査
し
、

図
面
に
ま
と
め

た
。
さ
ら
に
東

京
・
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
図
書

館
に
通
い
、
写

真
の
複
写
や
、

資
料
集
め
な
ど

を
行
っ
て
今
回

の
展
示
に
備
え

た
と
い
う
。

同
会
の
児
玉

兼
吉
さ
ん
は
、
「
地
下
壕
の
存

在
は
知
っ
て
い
た
が
、
実
際
に

入
っ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

戦
争
中
に
先
輩
の
塾
生
が
戦
争

と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
た
か
調

べ
た
こ
と
が
一
番
面
白
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

神

奈

川

新

聞

一
九
九
五
・

一
〇
・
二
二

私
た
ち
の
署
名
運
動

や
慶
応
高
校
の
文
化
祭

の

取

り

組

み

が

新

聞

記

事

に

な

り

ま

し

た

。

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
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第
二
次
大
戦
末
期
、
旧
海
軍

の
連
合
艦
隊
司
令
部
が
置
か
れ

た
、
慶
応
大
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

（
横
浜
市
港
北
区
）
内
の
「
日

吉
台
地
下
壕
（
ご
う
）
」
を
戦

争
遺
跡
と
し
て
保
存
し
、
公
開

す
る
よ
う
求
め
る
動
き
が
高
ま

っ
て
い
る
。

同
大
関
係
者
や
地
元
住
民
で

つ
く
る
壕
の
「
保
存
を
す
す
め

る
会
」
（
会
長
・
鮫
島
童
俊
慶

応
大
名
誉
教
授
）
は
約
一
万
六

慶
応
大
構
内

千
人
の
署
名
を
集
め
、
昨
年

末
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
に
保

存
整
備
や
資
料
館
の
建
設
を
要

望
。
こ
れ
を
受
け
て
同
市
文
化

財
課
は
近
く
、
現
状
確
認
の
た

め
現
地
調
査
す
る
。

慶
応
大
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
昭
和
十
九
年
二
月
に
旧
海

軍
軍
令
部
の
情
報
部
が
移
り
、

同
年
夏
か
ら
地
下
壕
建
設
が
始

ま
っ
た
。
保
存
を
す
す
め
る
会
の
調
査

な
ど
に
よ
る
と
、
地
下
壕
は
長

さ
約
一
㌔
。
厚
さ
四
十
㌢
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
堅
固

な
造
り
で
、
作
戦
室
や
発
電
機

室
な
ど
の
跡
が
残
る
。
当
時
は

通
信
隊
な
ど
が
入
り
、
レ
イ
テ

戦
や
沖
縄
戦
な
ど
の
作
戦
指
令

が
出
さ
れ
た
と
い
う
。

壕
は
日
吉
地
区
全
体
で
は
延

長
五
㌔
に
達
す
る
と
さ
れ
る

が
、
現
在
、
壕
の
出
入
り
口
は

キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
民
家
の
一

力
所
を
除
き
す
べ
て
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
ふ
さ
が

れ
、
内
部
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。

保
存
を
す
す
め
る
会
の
寺
田

貞
治
事
務
局
長
（
慶
応
高
校
教

諭
）
は
「
日
吉
台
地
下
壕
は
戦

史
的
に
も
沖
縄
や
松
代
大
本
営

（
長
野
県
）
の
壕
と
並
ぶ
第
一

級
の
遺
跡
。
国
の
史
跡
名
勝
記

念
物
指
定
基
準
が
昨
年
改
正
さ

れ
て
、
戦
跡
も
そ
の
対
象
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

ま
ず
地
元
の
自
治
体
が
図
に
指

定
を
働
き
掛
け
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
て
い
る
。

戦
後
五
十
年
の
節
目
に
、

文
化
祭
で
戦
争
を
取
り
上
げ

る
高
校
が
相
次
い
で
い
る
。

横
浜
市
港
北
区
の
慶
応
義
塾

高
校
の
生
徒
六
人
は
、
旧
海

軍
連
合
艦
隊
司
令
部
が
あ
っ

た
日
吉
台
地
下
壕
（
ご
う
）

に
潜
り
、
内
部
の
図
面
を
作

っ
た
。
神
奈
川
県
立
新
羽
高

校
で
は
新
聞
部
の
生
徒
五
人

が
、
弾
薬
製
造
工
場
で
働
い

て
い
て
暴
発
事
故
に
遭
い
、

麻
酔
な
し
の
手
術
を
体
験
す

る
な
ど
し
た
人
た
ち
七
人
か

ら
聞
き
取
り
を
し
た
。

慶
応
高
校
の
六
人
は
選
択
地

学
ク
ラ
ス
の
三
年
生
。
こ
れ
ま

で
も
壕
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

た
が
、
中
に
入
っ
た
生
徒
は
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

六
人
と
も
戦
争
に
特
別
の
興

味
は
な
か
っ
た
。
だ
が
今
春
、

地
下
壕
保
存
活
動
を
し
て
い
る

先
生
の
提
案
に
、
「
戦
後
五
十

年
だ
し
、
知
っ
て
お
い
て
も
い

い
か
な
」
と
「
戦
争
を
考
え
る

会
」
を
つ
く
っ
た
。

長
ぐ
つ
を
は
き
懐
中
電
灯
を

手
に
、
地
下
水
や
泥
が
た
ま
る

壕
に
四
回
潜
っ
た
。
作
戦
室
、
通

信
室
、
長
官
室
跡
な
ど
、
網
の

目
状
に
、
二
・
六
㌔
ほ
ど
に
わ

た
っ
て
延
び
る
内
部
の
測
量
や

撮
影
を
し
て
図
面
を
作
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
水
谷
伸

吉
君
は
「
日
本
を
動
か
し
て
い

た
場
所
が
学
校
の
下
に
あ
っ
た

な
ん
て
。
こ
の
調
査
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
よ
う
で
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

祖
父
の
体
験
に
思
い
を
は
せ

る
生
徒
も
い
る
。
陶
山
直
幸
君

の
祖
父
は
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン

マ
ー
）
な
ど
で
激
戦
を
く
ぐ
り

抜
け
て
き
た
。
陶
山
君
の
企
画

に
、
驚
い
て
い
た
と
い
う
。

六
人
は
「
こ
れ
を
機
会
に
、

こ
の
五
十
年
と
民
主
主
義
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
」
　
「
平
和

を
当
た
り
前
と
思
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
か
つ
て
は

平
和
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

も
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
た
。

二
十
一
、
二
十
二
日
の
文
化
祭

で
発
表
す
る
。

一
方
、
県
立
新
羽
高
校
の
五

人
は
、
横
浜
市
青
葉
区
の
こ
ど

も
の
国
に
あ
る
旧
陸
軍
の
弾
薬

庫
跡
を
調
べ
、
こ
こ
で
働
い
て

い
た
人
た
ち
か
ら
聞
き
取
り
を

し
た
。
十
月
初
め
の
文
化
祭
で

発
表
し
た
が
、
弾
薬
の
暴
発
事

故
で
右
目
を
失
っ
た
人
の
体
験

談
は
、
壮
絶
で
生
々
し
か
っ
た

と
い
う
。
生
徒
た
ち
は
「
弾
薬

庫
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
な
か

っ
た
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
」
と

話
し
て
い
た
。

大学関係者ら署名運動横浜市が
現地調査へ

慶応大白書キャンパスに残る旧日本海軍連合艦隊司令部の地下壕
＝横浜市港北区

産
経
新
聞
全
国
版

一
九
九
六
・
一
・
一
九

文化祭でも「戦後50年」

旧
海
軍
が
使
っ
て
い
た
地
下

壕
内
部
の
様
子
を
調
べ
る
慶

応
義
塾
高
校
の
生
徒
た
ち
＝

横
浜
市
港
北
区
日
吉
四
丁
目

で

慶
応
高
旧
海
軍
の
地
下
壕
調
査

新
羽
高
弾
薬
製
造
、
証
言
集
め

朝
日
新
聞

一
九
九
五
・
一
〇
・
一
四
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
1
3

日
吉
の
日
々
　
5

元
連
合
艦
隊
司
令
部
暗
号
科
に

所
属
し
暗
号
の
解
読
に
当
っ
て
い

た
野
口
氏
に
伺
い
ま
す
。

野
口
　
昭
二
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

私
は
昭
和
一
七
年
に
一
五
才
で

久
里
浜
の
海
軍
通
信
学
校
第
六
二

期
生
と
し
て
入
隊
し
、
七
～
八
ケ

月
暗
号
を
学
び
、
海
兵
団
で
二
年

間
過
し
た
後
、
暗
号
に
ま
わ
さ
れ
、

東
京
通
信
隊
に
三
ケ
月
い
た
。
そ

の
後
ト
ラ
ッ
ク
島
に
行
き
、
戦
艦

大
和
に
一
〇
ケ
月
、
戦
艦
武
蔵
に

一
〇
ケ
月
程
乗
っ
た
。
こ
の
時
山

本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の

戦
死
を
聞
い
た
。

ト
ラ
ッ
ク
島
に
上
陸
、
二
カ
月

を
過
し
た
が
、
補
給
が
途
絶
え
、

ト
カ
ゲ
な
ど
食
べ
ら
れ
る
物
は
何

で
も
食
べ
た
。
こ
の
頃
、
古
賀
長

官
が
飛
行
機
で
比
島
の
ダ
パ
オ
に

向
う
途
中
戦
死
し
た
。

そ
の
後
、
巡
洋
艦
大
淀
に
乗
り
、

横
須
賀
、
追
浜
、
木
更
津
な
ど
を

往
き
来
し
た
。

艦
に
乗
っ
て
い
る
時
は
、
洗
面

器
に
二
杯
の
水
が
配
給
さ
れ
、
こ

れ
で
歯
を
磨
き
、
顔
を
洗
い
、
身

体
を
拭
い
て
洗
濯
も
し
た
。
使
っ

た
水
は
ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
、
後
で

甲
板
掃
除
に
使
っ
た
。

長
官
が
食
事
を
す
る
時
は
、
停

泊
中
で
あ
れ
ば
長
官
室
の
上
で
軍

楽
隊
が
演
奏
し
た
。
戦
闘
準
備
に

入
る
と
軍
楽
隊
は
暗
号
配
達
の
役

目
に
変
っ
た
。
艦
の
左
舷
は
下
士

官
・
兵
、
右
舷
は
前
方
に
幕
僚
、

後
方
に
長
官
が
い
た
。

木
更
津
沖
に
停
泊
中
、
暗
号
科

の
三
分
の
一
が
下
痢
を
起
こ
し
て

入
院
し
た
。
退
院
後
、
私
は
日
吉

に
先
発
隊
と
し
て
や
っ
て
き
た
。

昭
和
一
九
年
九
月
三
〇
日
に
司

令
部
本
隊
が
日
吉
に
移
転
す
る
の

だ
が
、
そ
の
前
に
、
私
達
五
～
六

名
の
暗
号
隊
員
が
移
っ
て
き
て
、

慶
大
の
北
寮
で
一
〇
日
程
寝
泊
り

し
、
暗
号
の
解
読
を
慶
大
の
馬
場

近
く
の
素
掘
り
の
地
下
壕
で
行
な

っ
て
い
た
。
特
信
班
も
六
名
位
い

た
。司
令
部
本
隊
が
く
る
と
慶
大
教

職
員
宿
舎
（
現
慶
高
日
吉
会
堂
南

側
）
に
移
り
半
月
程
い
た
。

隊
員
が
増
え
た
の
で
柔
剣
道
道

場
（
蝮
谷
の
現
慶
大
空
手
道
場
）

に
三
回
目
の
引
越
し
を
し
た
。
通

信
料
は
弓
道
場
に
入
っ
た
。

最
後
に
一
番
南
の
地
下
壕
出
入

口
近
く
（
現
足
立
宅
）
に
カ
マ
ボ

コ
兵
舎
を
作
り
、
移
転
し
た
。
通

信
隊
の
兵
舎
は
南
側
に
、
暗
号
隊

の
兵
舎
は
北
側
に
並
行
し
て
建
て

ら
れ
、
何
れ
も
掘
り
出
さ
れ
た
土

砂
で
半
分
埋
り
、
半
地
下
に
な
っ

て
い
た
。

カ
マ
ボ
コ
兵
舎
の
東
側
に
洗
濯

場
、
洗
面
所
、
便
所
が
あ
り
、
更

に
東
側
の
川
に
治
っ
て
バ
ラ
線
が

張
っ
て
あ
り
、
そ
ば
に
歩
哨
が
立

っ
て
い
た
。
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
で
は
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シ
ラ
ミ
が
わ
き
、
ド
ラ
ム
缶
に
湯

を
沸
し
て
入
り
、
退
治
し
た
。
風

呂
に
入
っ
た
記
憶
は
な
く
、
い
つ

も
洗
面
所
で
身
体
を
拭
い
て
い
た
。

日
吉
で
の
食
事
は
、
麦
や
豆
の

多
い
御
飯
で
、
お
か
ず
は
よ
く
な

か
っ
た
が
、
十
分
食
べ
ら
れ
た
。

一
膳
飯
な
の
で
若
い
兵
士
は
足
り

な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
朝
食

は
御
飯
に
味
噌
汁
、
漬
物
位
。
昼

食
と
夕
食
は
三
～
四
品
位
つ
い
た
。

下
士
官
以
下
の
兵
の
食
事
は
、
寄

宿
舎
と
現
高
校
校
舎
の
間
の
烹
政

所
で
作
っ
た
。
食
事
当
番
は
烹
炊

所
か
ら
二
人
で
一
回
に
一
〇
人
分

位
を
丘
の
下
に
運
ん
だ
。
士
官

（
尉
官
）
の
烹
炊
所
は
、
北
寮
の

一
階
に
あ
り
、
三
人
で
副
食
を
作

っ
て
い
た
。
寝
泊
り
も
こ
の
二
階

で
し
て
い
た
。
佐
官
以
上
は
中
寮

の
烹
炊
所
で
作
っ
た
。
長
官
の
食

事
は
南
寮
で
特
別
に
作
ら
れ
た
。

将
校
・
士
官
と
下
士
官
以
下
で
は

食
事
の
内
容
が
違
っ
て
い
た
。
副

食
の
材
料
は
民
間
か
ら
仕
入
て
い

た
。近
く
の
川
に
ザ
リ
ガ
ニ
が
い
て
、

物
置
で
テ
ン
プ
ラ
に
し
て
食
べ
た
。

勿
論
見
つ
か
る
と
罰
っ
せ
ら
れ
た
。

近
く
の
農
家
に
入
っ
て
御
飯
を
盗

ん
で
食
べ
た
兵
士
が
捕
ま
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。

暗
号
科
は
一
五
五
名
い
て
、
草

鹿
部
隊
と
い
っ
た
。
暗
号
長
（
大

尉
）
と
掌
暗
号
長
（
中
尉
）
は
暗

号
室
で
日
本
の
重
要
な
暗
号
で
係

る
ト
ク
キ
ン
（
特
別
緊
急
軍
極
秘
）

を
解
読
し
て
い
た
。
将
校
し
か
触

れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
米

国
か
ら
の
情
報
は
特
信
班
が
解
読

に
当
っ
た
。

私
達
は
ト
ク
キ
ン
以
外
の
日
本

の
暗
号
を
訳
し
た
り
、
司
令
部
か

ら
発
送
す
る
文
を
暗
号
に
変
え
た

り
し
た
。
暗
号
を
訳
し
、
参
謀
に

届
け
た
り
、
参
謀
か
ら
の
命
令
書

を
暗
号
に
変
え
て
通
信
科
に
渡
し

た
り
し
た
。

暗
号
科
の
中
で
も
、
暗
号
に
慣

れ
て
い
る
の
は
、
私
を
含
め
て
六

名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
殆
ど
の
人

は
少
し
暗
号
の
教
育
を
受
け
て
き

た
だ
け
で
、
雑
役
や
上
官
の
身
の

ま
わ
り
の
世
話
や
、
烹
炊
刷
か
ら

の
食
事
の
運
搬
を
し
た
り
し
て
い

た
。通
信
科
も
暗
号
科
と
同
じ
位
の

人
が
い
た
。
そ
の
他
、
信
号
関
係

や
烹
炊
関
係
の
人
が
い
た
。

地
下
壕
の
1
A
の
⑨
の
北
半
分

に
暗
号
隊
が
、
南
半
分
に
通
信
隊

が
い
た
。
⑩
の
片
側
に
乾
燥
味
噌

・
醤
油
・
ゴ
ム
袋
に
入
っ
た
米
が

置
い
て
あ
っ
て
、
非
常
に
狭
く
一

人
が
や
っ
と
通
れ
る
位
で
あ
っ
た
。

⑦
は
幕
僚
室
で
作
戦
会
議
を
し

た
所
で
あ
る
。
中
島
参
謀
は
地
下

壕
と
寄
宿
舎
の
間
を
暗
号
を
持
っ

て
往
き
来
し
て
い
た
。
日
吉
で
は

負
け
戦
さ
の
暗
号
が
多
か
っ
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

七
号
よ
り
抜
粋
転
載
）

幹

事

会

報

告

第

三

回

九
月
二
七
日
一
八
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
一
、
七
月
二
二
日
慶
応
義
塾
理
事

と
鮫
島
会
長
、
東
郷
副
会
長
、
寺

田
事
務
局
長
が
会
見
。
詳
細
は
第

三
五
号
に
掲
載
済

二
、
八
月
五
日
藤
沢
市
民
有
志
に

よ
る
見
学
会
一
〇
数
名
参
加

三
、
同
七
日
会
報
第
三
四
号
発
行

四
、
同
二
日
～
一
三
日
か
な
が

わ
戦
争
展
9
5
開
催

五
、
同
二
〇
日
港
北
区
役
所
、
日

吉
地
区
セ
ン
タ
ー
共
催
「
日
吉
地

区
歴
史
散
策
」
の
中
で
戦
後
五
〇

年
企
画
と
し
て
地
下
壕
見
学
会
開

催
三
五
名
参
加
。
申
込
七
〇
名
で

半
数
は
断
っ
た

六
、
同
二
八
日
和
泉
区
小
中
学
校

社
会
科
教
員
に
よ
る
見
学
会
二
〇

数
名
参
加

七
、
九
月
五
日
第
二
回
運
営
委
員

会
開
催
。
詳
細
は
第
三
五
号
に
掲
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載
清
八
、
同
二
七
日
会
報
第
三
五
号
発

行九
、
岡
二
七
日
会
報
第
三
五
号
な

ら
び
に
横
浜
市
長
と
神
奈
川
県
知

事
に
保
存
を
も
と
め
る
著
者
用
紙

を
会
員
宛
五
〇
〇
適
発
送

一
〇
、
同
二
七
日
第
三
回
幹
事
会

開
催
一
二
同
二
五
～
一
〇
月
四
日
大

和
市
「
終
戦
五
〇
年
・
平
和
都
市

宣
言
一
〇
周
年
記
念
事
業
に
お
け

る
展
示
」
に
パ
ネ
ル
を
貞
出
す

二
一
、
一
〇
月
六
～
廿
日
防
衛
庁

戦
史
資
料
室
軍
事
史
学
会
主
催
、

地
下
壕
見
学
会
予
定

一
三
、
一
一
月
二
日
コ
ー
プ
東
京

に
よ
る
見
学
会
予
定

一
四
、
同
四
日
港
北
区
小
中
学
校

教
員
に
よ
る
見
l
学
会
予
定

一
五
、
．
同
二
六
日
係
存
会
に
よ
声

見
学
会
予
定

一
六
、
・
一
〇
片
二
一
1
二
二
日
慶

応
高
校
日
吉
祭
・
サ
ー
ク
ル
「
戦

争
を
考
え
る
会
」
で
日
吉
台
地
下

壕
を
メ
イ
ン
に
展
示
予
定

一
七
、
神
奈
川
県
高
等
学
校
教
科

研
究
会
社
会
科
部
会
に
よ
る
戦
後

五
〇
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
寺
田
事

務
局
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加

予
定
議
事
▼
街
頭
署
名
に
つ
い
て

＊
一
〇
月
八
日
午
後
二
～
四
時
白

書
駅
前
で
日
吉
在
住
の
人
で
行
う

Ⅴ
署
名
用
紙
発
送
に
つ
い
て

か
こ
れ
ま
で
の
当
会
の
行
事
に
参

加
さ
れ
た
方
へ
2
0
月
六
日
に
発

I
達
す
る

＊
準
備
が
整
い
次
第
2
次
発
送
を

考
え
る

▼
二
月
二
六
日
の
地
下
壕
見
学

会
に
つ
い
て

＊
白
鶴
幹
事
が
参
加
予
定

Ⅴ
次
回
運
営
委
員
会
に
つ
い
て

＊
一
一
月
一
〇
日
を
予
定
。

運

営

委

員

会

報

告

第
三
回

一
一
月
一
〇
日
一
八
時
～

慶
大
藤
山
蘭
念
館

報
告
二
一
〇
月
六
～
七
日
防
衛
庁
戦

史
資
料
室
軍
事
史
学
会
主
催
見
学

会
合
計
六
〇
数
名
参
加

二
、
岡
六
日
署
名
用
紙
を
非
会
員

宛
七
〇
〇
通
発
送

三
い
同
八
日
日
吉
駅
前
に
て
街
頭

署
名
七
）
O
数
名
の
賛
同
あ
り
）

一
〇
日
l
の
朝
日
新
聞
神
奈
川
板
に

記
事
が
掲
載
さ
れ
た

四
、
一
一
七
日
横
浜
市
教
職
員
組
合

教
育
研
究
大
会
の
平
和
人
権
分
科

会
に
共
同
研
究
者
と
し
て
寺
田
事

務
局
長
が
参
加
。
・

浜
教
組
が
署
名
に
協
力
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
な
っ
た

五
、
同
一
九
日
署
名
用
紙
を
非
会

員
宛
八
〇
〇
通
発
送

六
、
伺
二
一
～
二
二
日
慶
応
高
校

日
吉
祭
の
サ
ー
ク
ル
「
戦
争
を
考

え
る
会
」
が
「
戦
争
と
慶
応
義
塾
」

を
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映
、
講
演
会
・

を
開
催

七
、
同
二
五
日
l
神
奈
川
県
高
等
学

－

校
教
科
研
究
会
社
会
科
部
会
主
催襲

の
「
敗
戦
後
五
〇
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
～
い
ま
、
神
奈
川
か
ら
考
え
る

～
」
に
寺
田
事
務
局
長
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
出
席

八
、
一
一
月
二
日
コ
ー
プ
東
京
平

和
委
員
会
に
よ
る
見
学
会
一
八
名

参
加
慶
大
藤
沢
の
学
生
が
、
文
化
祭
用

の
ビ
デ
オ
撮
影
の
た
め
三
名
参
加

九
、
同
四
日
港
北
区
の
小
中
学
校

社
会
科
研
究
会
に
よ
る
見
学
会
二

〇
数
名
参
加

一
〇
、
同
一
〇
日
運
営
委
員
会
開

催議
事
▼
係
情
書
の
裸
出
目
に
つ
い
て

＊
一
二
月
四
日
、
二
日
、
一
四

日
を
候
補
と
す
る

＊
市
の
担
当
者
等
と
の
打
合
せ
を

検
討
す
る


